
―
顧
客
サ
ー
ビ
ス
の
改
善
・
拡
充
の
取
り
組
み
―

③
区
民
と
区
職
員
の
声
に
基
づ
く

　
　
　
　
　
　
区
役
所
改
革
の
取
り
組
み
（
青
葉
区
）

づ
き
、
職
員
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
あ
お
ば
区

民
サ
ー
ビ
ス
あ
り
方
検
討
委
員
会
」
が
発

足
し
、
迅
速
・
正
確
・
便
利
な
行
政
サ
ー

ビ
ス
の
一
層
の
実
現
に
向
け
て
検
討
し
た

結
果
を
1
1
の
提
言
に
ま
と
め
、
昨
年
1
1
月

に
区
長
へ
報
告
し
た
。

　
区
政
運
営
方
針
は
、
平
成
1
5
年
度
か
ら

毎
年
度
定
め
る
こ
と
に
な
っ
た
も
の
で
あ

る
が
、
青
葉
区
に
お
い
て
は
、
就
任
直
後

の
橋
本
区
長
が
最
初
に
示
す
区
政
運
営
の

基
本
的
か
つ
重
要
な
指
針
と
な
っ
た
。
そ

の
中
で
特
徴
的
な
こ
と
は
、
「
職
員
の
意

識
改
革
」
を
ま
ず
も
っ
て
取
り
組
ま
な
く

て
は
な
ら
な
い
と
し
て
「
職
員
の
す
が
た
」

を
具
体
的
に
示
し
た
こ
と
、
及
び
、
こ
れ

と
連
動
し
て
区
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
徹

底
的
に
追
及
し
た
こ
と
で
あ
る
。

　
青
葉
区
で
は
、
中
田
市
長
が
職
員
に
発

し
続
け
て
い
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
喚
起
さ
れ

た
何
割
か
の
職
員
が
自
発
的
に
改
善
運
動

に
取
り
組
み
始
め
て
い
た
と
こ
ろ
に
、
区

政
運
営
方
針
が
策
定
・
公
表
さ
れ
、
組
織

と
し
て
精
力
的
に
意
識
改
革
や
業
務
改
革

に
取
り
組
め
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
え
る
。

　
一
方
、
青
葉
区
民
に
は
、
他
区
に
あ
ま

り
見
ら
れ
な
い
特
徴
が
あ
る
。
区
民
が
他

の
自
治
体
の
情
報
を
持
っ
て
鋭
く
比
較
す

る
目
を
持
っ
て
い
る
た
め
、
窓
口
対
応
や

現
場
で
の
説
明
も
、
他
区
で
は
通
用
し
て

も
青
葉
区
で
は
通
用
し
な
い
こ
と
も
多
い

上
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
の
実
体
験
や
調

査
研
究
な
ど
に
裏
打
ち
さ
れ
た
多
く
の
区

民
が
、
徹
底
し
た
意
見
交
換
を
行
政
に
求

め
た
り
、
要
望
や
施
策
の
提
案
を
す
る
こ

と
が
日
常
的
で
あ
る
。
協
働
、
民
の
力
の

活
用
な
ど
に
っ
い
て
も
、
区
民
側
か
ら
提

案
さ
れ
、
区
役
所
が
取
り
入
れ
た
施
策
も

多
い
。

　
今
回
は
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
を
踏
ま
え

た
上
で
、
区
民
会
議
と
の
協
働
の
取
り
組

み
や
職
員
の
意
識
改
革
、
業
務
改
善
の
取

り
組
み
や
実
態
に
っ
い
て
紹
介
す
る
こ
と

と
す
る
。

し
合
い
を
通
し
て
地
域
が
抱
え
て
い
る
課

題
を
共
有
し
、
行
政
に
提
言
し
協
働
し
て

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
る
。
行
政
へ
の

提
言
活
動
も
活
発
で
レ
ベ
ル
の
高
い
も
の

と
な
っ
て
い
る
。
中
期
政
策
プ
ラ
ン
で
の

区
の
個
性
づ
く
り
事
業
の
取
組
例
（
区
民

と
の
協
働
に
よ
る
「
Ｉ
Ｔ
先
進
都
市
青
葉

区
」
の
特
色
を
活
か
し
た
街
づ
く
り
の
推

進
）
や
昨
年
４
月
開
設
の
「
あ
お
ば
　
ぱ

そ
こ
ん
横
丁
」
は
、
区
民
会
議
の
提
言
を

反
映
し
た
形
と
な
っ
て
い
る
。

　
そ
し
て
、
こ
の
区
民
会
議
主
催
で
、
昨

年
７
月
に
「
横
浜
新
時
代
区
民
の
役

割
・
区
役
所
の
役
割
」
と
い
う
題
名
で
開

催
さ
れ
た
青
葉
区
民
の
っ
ど
い
は
、
区
役

所
職
員
に
と
っ
て
、
意
識
改
革
の
大
き
な

契
機
と
な
っ
た
。

　
第
２
部
の
「
区
役
所
は
変
わ
る
。
区
民

は
ど
う
す
る
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
形
式
の
分
散
会
で
は
、
市
民
１

２
７
人
、
区
・
市
の
職
員
9
3
人
が
1
2
グ
ル

ー
プ
に
分
か
れ
、
区
民
と
職
員
が
同
じ
テ

ー
ブ
ル
を
囲
み
、
青
葉
区
の
重
点
施
策
や

区
役
所
の
あ
り
方
を
テ
ー
マ
に
各
自
が
カ

ー
ド
に
意
見
を
書
き
、
そ
れ
ぞ
れ
の
意

見
・
提
案
を
発
表
し
、
熱
心
に
話
し
合
っ

た
。
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
運
営
に
っ
い
て

も
職
員
も
分
担
し
、
市
民
・
行
政
の
協
働

運
営
と
な
っ
た
。

　
提
出
さ
れ
た
カ
ー
ド
は
、
合
計
で
７
１

４
枚
と
な
っ
た
が
、
職
員
か
ら
は
、
「
土

日
も
役
所
窓
口
を
開
く
」
「
地
区
セ
ン
タ

ー
な
ど
身
近
な
場
所
で
行
政
サ
ー
ビ
ス
の

充
実
を
」
な
ど
の
発
言
が
あ
り
、
ま
た
市

民
か
ら
は
、
「
行
政
任
せ
で
は
な
く
区
民

も
積
極
的
に
ま
ち
づ
く
り
に
参
加
し
な
け

れ
ば
」
と
意
欲
的
な
発
言
が
相
次
ぎ
、
区

落
合
　
明
正

城
内
　
孝
元

五
味
早
智
子

民
と
行
政
が
同
じ
テ
ー
ブ
ル
で
同
じ
視
点

で
話
し
合
う
こ
と
に
対
す
る
収
穫
が
あ
っ

た
と
い
え
る
。

　
ま
た
、
終
了
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、

「
こ
う
い
う
形
で
市
民
と
職
員
が
話
し
合

う
こ
と
に
っ
い
て
ど
の
よ
う
に
思
う
か
」

と
い
う
設
問
に
対
し
、
区
民
は
、
大
変
満

足
5
1
％
、
ま
あ
良
か
っ
た
3
5
％
、
合
計

8
6
％
と
い
う
結
果
で
、
職
員
は
、
大
変
満

足
２
７
％
、
ま
あ
良
か
っ
た
5
5
％
、
合
計

８
２
％
と
い
う
結
果
で
あ
り
、
区
民
、
職
員

と
も
満
足
度
が
極
め
て
高
か
っ
た
こ
と
が

わ
か
っ
た
。
さ
ら
に
、
こ
う
し
た
機
会
を

も
っ
と
増
や
し
、
市
民
と
行
政
が
対
話
す

る
場
が
ほ
し
い
と
い
う
意
見
も
多
く
出
て

い
た
。

　
こ
の
新
し
い
取
り
組
み
に
っ
い
て
は
、

「
苦
情
は
卒
業
、
共
に
夢
語
ろ
う
」
、
「
課

題
解
決
へ
同
じ
テ
ー
ブ
ル
で
」
、
「
市
と
区

民
が
同
じ
テ
ー
ブ
ル
で
論
議
す
る
大
規
模

な
集
ま
り
は
市
内
で
も
初
め
て
の
試
み
」
、

「
官
と
民
の
壁
越
え
て
：
新
方
式
導
入
」

な
ど
と
報
道
さ
れ
た
が
、
区
民
の
っ
ど
い

の
成
功
は
、
職
員
の
積
極
性
を
導
き
出
す

契
機
と
な
り
、
区
役
所
に
と
っ
て
も
大
き

な
財
産
と
な
っ
た
。

　
そ
の
後
の
「
区
民
の
っ
ど
い
」
を
テ
ー

マ
と
し
た
青
葉
区
役
所
オ
フ
サ
イ
ド
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
で
は
、
当
日
出
席
者
か
ら
、

コ
ラ
ム

【
青
葉
区
に
住
ん
で
い
る
人
た
ち
は
、
ど

ん
な
人
た
ち
？
】

（
１
）
街
の
成
り
立
ち

　
青
葉
区
は
、
東
京
急
行
電
鉄
の
「
城
西

南
地
区
都
市
計
画
（
後
の
多
摩
田
園
都

市
）
」
（
昭
和
2
8
年
１
月
公
表
）
の
区
域
の

一
部
を
形
成
し
て
お
り
、
昭
和
4
1
年
４
月

の
東
急
田
園
都
市
線
「
溝
ノ
口
～
長
津
田
」

間
の
開
通
後
、
今
日
ま
で
の
4
0
年
の
間
に
、

急
速
に
市
街
化
し
て
き
て
い
る
。
昭
和
2
2

年
か
ら
4
1
年
ま
で
の
約
2
0
年
間
で
の
人
口

増
が
約
５
千
人
で
あ
る
の
に
対
し
、
鉄
道

の
開
通
後
の
昭
和
4
1
年
か
ら
6
1
年
ま
で
の

約
2
0
年
間
で
は
、
約
2
0
万
人
増
と
な
っ
て

お
り
、
そ
の
後
１
７
年
経
っ
た
平
成
1
5
年
に

は
、
2
8
万
人
と
な
っ
て
い
る
。

　
青
葉
区
内
の
多
く
が
、
東
急
に
よ
る
開

発
地
で
、
区
画
整
理
事
業
に
よ
り
、
地
区

が
一
体
的
に
整
備
さ
れ
て
き
て
お
り
、
整

然
と
し
た
宅
地
や
住
宅
が
、
供
給
さ
れ
て

き
た
。
開
発
時
に
建
築
協
定
を
締
結
し
て

い
る
場
合
も
あ
り
。
市
内
で
最
も
建
築
協

定
の
区
域
が
多
く
な
っ
て
い
る
。

　
鉄
道
会
社
１
社
に
よ
る
沿
線
開
発
の
一

環
で
あ
る
の
で
、
全
体
的
に
計
画
的
で
良

好
な
住
宅
地
を
形
成
し
て
い
る
。
近
年
は
、

駅
か
ら
少
し
離
れ
た
地
域
で
の
戸
建
の
開

発
及
び
駅
周
辺
で
の
集
合
住
宅
の
建
築
な

ど
が
、
活
発
と
な
っ
て
い
る
。
１
区
画
が

広
い
宅
地
が
多
く
、
結
果
と
し
て
空
間
的

に
余
裕
の
あ
る
街
並
み
を
形
成
し
て
い
る

地
域
が
多
く
、
屋
根
や
外
壁
、
塀
や
門
扉
な

ど
の
色
や
素
材
の
統
一
を
図
る
こ
と
に
よ

り
、
街
並
み
の
一
体
感
を
醸
し
出
す
デ
ザ

イ
ン
と
な
っ
て
い
る
地
域
も
見
ら
れ
る
。

　
　
一
方
で
、
１
社
で
の
開
発
と
い
う
事
か

ら
、
同
時
期
に
同
価
格
帯
の
宅
地
や
建
物

61●

①
は
じ
め
に

葉
区
で
は
、
区
政
運
営
方
針
の
平

成
1
5
年
度
の
重
点
推
進
施
策
に
基

②
青
葉
区
民
会
議
と
の
協
働
に
つ
い
て

葉
区
民
会
議
は
、
現
在
9
2
人
の
委

員
が
５
つ
の
部
会
に
分
か
れ
、
話



「
参
加
し
て
よ
か
っ
た
」
、
「
ま
た
、
参
加

し
た
い
」
と
い
う
声
が
多
数
出
た
。

　
ま
た
、
青
葉
区
で
今
年
度
か
ら
着
手
し

た
「
地
域
福
祉
保
健
計
画
」
※
策
定
事
業

で
は
、
既
に
3
0
回
（
延
べ
３
４
０
人
参
加
）

の
地
域
別
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
1
0
回
の
テ

ー
マ
別
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
を
開
催

し
、
区
民
と
職
員
が
同
じ
テ
ー
ブ
ル
で
意

見
を
交
換
し
た
。

　
さ
ら
に
、
地
域
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
や
電

子
会
議
室
と
い
っ
た
青
葉
区
が
取
り
組
ん

で
い
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
（
単
な
る
Ｉ
Ｔ
技
術
で
は

な
く
、
相
手
の
立
場
へ
の
思
い
や
り
や
共

感
を
持
っ
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
活

発
化
す
る
情
報
通
信
技
術
）
と
い
う
課
題

に
っ
い
て
は
、
区
民
と
職
員
が
メ
ー
リ
ン

グ
リ
ス
ト
や
会
議
を
通
じ
て
、
対
等
な
立
場

で
意
見
を
出
し
合
っ
て
い
る
最
中
で
あ
る
。

ー
ビ
ス
の
向
上
」
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。

　
こ
の
施
策
に
お
け
る
平
成
1
5
年
度
の
重

点
推
進
施
策
及
び
実
現
に
向
け
た
具
体
的

取
組
と
し
て
、
職
員
を
主
体
と
し
た
窓
口

サ
ー
ビ
ス
改
革
・
改
善
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

立
ち
上
げ
と
、
早
急
な
課
題
へ
の
取
り
組

み
と
業
務
改
善
が
、
こ
の
中
で
示
さ
れ
て

い
た
。
平
成
1
5
年
５
月
、
区
政
運
営
方
針

が
出
さ
れ
た
同
じ
月
に
、
業
務
改
善
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
「
あ
お
ば
区
民
サ
ー
ビ
ス
あ
り

方
検
討
委
員
会
」
を
立
ち
上
げ
た
。
本
来

は
職
員
の
自
発
的
な
意
志
に
よ
り
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
を
組
織
す
る
の
が
望
ま
し
い
が
、

自
然
発
生
的
な
組
織
が
で
き
あ
が
る
風
土

も
ま
だ
育
っ
て
お
ら
ず
、
ま
た
、
で
き
る
だ

け
早
急
な
改
善
が
求
め
ら
れ
て
い
た
た

め
、
総
務
課
に
よ
り
1
3
人
の
職
員
が
招
集

さ
れ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
組
織
さ
れ
た
。

　
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
目
的
は
、
区
役

所
で
提
供
さ
れ
て
い
る
、
窓
口
を
中
心
と

し
た
サ
ー
ビ
ス
を
、
利
用
す
る
区
民
の
立

場
に
立
っ
て
現
状
を
分
析
し
、
現
在
区
役

所
が
抱
え
る
諸
課
題
を
整
理
し
、
改
善
案

を
提
言
と
し
て
取
り
ま
と
め
る
こ
と
に
あ

っ
た
。
ま
ず
区
役
所
を
利
用
す
る
立
場
か

ら
現
状
を
把
握
す
る
必
要
が
あ
る
た
め
、

広
聴
課
等
に
寄
せ
ら
れ
た
意
見
や
苦
情
な

ど
の
情
報
を
共
有
し
、
そ
れ
ら
の
意
見
を

も
と
に
具
体
的
な
改
善
案
に
っ
い
て
検
討

を
重
ね
た
。
で
き
る
だ
け
早
急
に
施
策
に

反
映
で
き
る
よ
う
、
７
月
に
は
中
間
提
言

を
行
っ
た
。
中
間
提
言
を
受
け
、
区
役
所
職

員
全
員
を
対
象
と
し
た
応
接
研
修
は
９
月

よ
り
順
次
実
施
さ
れ
、
プ
レ
イ
ル
ー
ム
に

っ
い
て
も
早
急
に
検
討
が
す
す
め
ら
れ
た
。

　
検
討
会
で
議
論
を
重
ね
て
い
る
そ
の
間

に
、
都
内
か
ら
転
入
し
た
区
民
か
ら
、
待

ち
時
間
や
職
員
の
勤
務
態
度
に
つ
い
て
の

苦
情
が
寄
せ
ら
れ
、
杉
並
区
を
視
察
す
る

よ
う
提
案
を
受
け
た
。
杉
並
区
は
早
く
か

ら
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
窓
口
や
土
日
開
庁
な
ど

を
実
現
し
、
行
政
評
価
に
も
積
極
的
に
取

り
組
む
な
ど
、
特
別
区
の
中
で
も
先
進
的

な
区
と
し
て
評
価
が
高
い
。
こ
れ
を
受
け

て
、
あ
り
方
検
討
委
員
会
で
は
杉
並
区
も

含
め
た
７
つ
の
市
・
区
を
視
察
し
た
。
視

察
は
い
く
っ
か
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て

行
い
、
視
察
に
あ
た
っ
て
は
、
庁
舎
内
外

の
案
内
表
示
、
職
員
や
窓
口
の
対
応
な
ど

共
通
の
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
を
設
け
、
同

様
の
視
点
か
ら
比
較
検
討
で
き
る
よ
う
工

夫
を
し
た
。
他
都
市
と
の
比
較
検
討
に
よ

り
、
青
葉
区
の
現
状
と
課
題
を
浮
き
彫
り

に
し
、
特
別
区
と
行
政
区
の
違
い
、
ま
た

行
政
区
と
し
て
の
限
界
な
ど
を
認
識
す
る

こ
と
も
あ
っ
た
。
特
別
区
の
先
進
的
な
事

例
は
大
い
に
刺
激
と
な
り
、
ま
た
、
東
京

か
ら
の
転
入
者
や
東
京
勤
め
が
多
い
青
葉

区
民
に
よ
り
比
較
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
自

覚
し
た
。
ま
た
、
職
員
を
対
象
に
他
都
市

視
察
報
告
会
を
実
施
し
、
多
く
の
他
都
市

の
先
進
的
な
事
例
を
紹
介
す
る
こ
と
が
で

き
た
（
写
真
１
）
。

　
あ
り
方
検
討
委
員
会
で
の
1
1
の
最
終
提

言
は
、
1
1
月
に
区
長
あ
て
報
告
さ
れ
、
区

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
も
紹
介
さ
れ
た
。

提
言
に
は
、
全
職
員
を
対
象
と
し
た
応
接

研
修
、
応
接
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
、
わ
か

り
や
す
い
業
務
案
内
の
作
成
、
プ
レ
イ
ル

ー
ム
の
設
置
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
バ
ス
の

試
行
運
転
な
ど
が
盛
り
込
ま
れ
た
。
提
言

の
多
く
は
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
区
民
か

ら
の
意
見
を
参
考
に
し
た
も
の
、
ま
た
は

他自治体視察の発表会風景写真一1

他
都
市
視
察
を
参
考
に
し
た
も
の
で
あ
っ

た
。
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
提
言
作
成
の

過
程
に
お
い
て
、
改
革
に
向
け
た
職
員
の

積
極
性
が
多
少
な
り
と
も
引
き
出
さ
れ
、

一
部
で
は
あ
る
が
職
員
の
意
識
改
革
の
ひ

と
っ
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
。

　
そ
し
て
な
に
よ
り
も
、
提
言
を
す
る
だ

け
で
な
く
、
提
言
し
た
内
容
を
自
ら
実
現

す
る
た
め
、
応
接
マ
ニ
ュ
ア
ル
と
し
て
の

『
青
葉
区
行
政
サ
ー
ビ
ス
応
接
キ
ー
ワ
ー

ド
集
』
と
わ
か
り
や
す
い
業
務
案
内
の
手

引
き
と
し
て
『
青
葉
区
業
務
ア
ン
カ
ー
』

が
、
検
討
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
の
手
に
よ

っ
て
作
成
さ
れ
た
の
は
、
大
き
な
成
果
と

い
え
る
（
写
真
２
）
。

写真一2　青葉区業務アンカーと

青葉区行政サービス応接キーワード集

　
区
民
と
の
協
働
に
っ
い
て
言
え
ば
、
区

民
会
議
の
区
政
改
革
＆
Ｉ
Ｔ
推
進
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
チ
ー
ム
よ
り
、
今
回
の
提
言
に
っ

い
て
意
見
を
交
換
し
た
い
と
の
申
し
出
が

あ
り
、
本
年
１
月
1
6
日
に
あ
り
方
委
員
会

メ
ン
バ
ー
と
の
意
見
交
換
会
が
実
施
さ
れ

た
。
区
民
会
議
で
は
今
回
の
提
案
を
好
意

的
に
捉
え
て
い
た
だ
け
た
よ
う
で
あ
る
。

同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
か
ら
は
、
今
後

の
提
案
の
実
現
に
向
け
て
の
具
体
的
な
検

の
分
譲
が
行
わ
れ
た
結
果
、
地
域
が
同
じ

階
層
の
人
た
ち
で
構
成
さ
れ
る
こ
と
に
も

な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
通
勤
は
東
急
電
鉄

や
東
急
バ
ス
、
買
い
物
は
、
東
急
ス
ト
ア
、

東
急
百
貨
店
等
と
、
生
活
全
般
に
東
急
グ

ル
ー
プ
が
関
与
し
て
い
る
。
ま
た
、
こ
れ

ま
で
は
、
戸
建
中
心
の
開
発
が
多
く
を
占

め
て
い
た
が
、
近
年
、
集
合
住
宅
中
心
の

開
発
等
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て

い
る
。

（
２
）
青
葉
区
民
は
：

　
現
在
の
人
口
は
2
8
万
人
、
世
帯
数
は
１
０

万
８
千
、
平
均
年
齢
は
、
3
7
歳
、
年
間
出

生
数
は
約
３
、
３
０
０
人
。

　
転
入
者
４
人
の
う
ち
３
人
が
、
東
京
都
、

川
崎
市
、
他
の
都
道
府
県
か
ら
の
転
入
。

通
勤
通
学
者
の
動
向
を
見
る
と
、
東
京
都

内
が
5
0
％
、
県
内
の
他
自
治
体
が
1
6
％
。

青
葉
区
内
が
１
６
％
、
緑
区
都
筑
区
内
が

５
・
５
％
で
、
都
内
及
び
青
葉
区
、
隣
接

区
が
７
割
を
占
め
て
い
る
。

　
平
成
１
２
年
の
区
民
意
識
調
査
で
は
、
区

の
一
番
の
魅
力
に
「
都
心
に
近
く
便
利
な

こ
と
」
、
「
豊
か
な
自
然
環
境
に
恵
ま
れ
て

い
る
こ
と
」
が
あ
げ
ら
れ
て
お
り
、
東
京

方
面
へ
の
通
勤
に
便
利
な
事
が
、
大
き
な

魅
力
に
な
っ
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
は
、
横
浜
市
域
で

あ
り
な
が
ら
、
青
葉
区
民
の
生
活
は
、
田

園
都
市
線
を
中
心
と
し
た
東
京
方
面
と
の

線
の
繋
が
り
が
大
き
い
と
考
え
ら
れ
る
。

区
民
の
視
点
は
。
東
京
都
世
田
谷
区
、
川

崎
市
宮
前
区
、
高
津
区
、
そ
し
て
、
青
葉
区

と
連
な
る
区
域
の
広
が
り
の
中
に
も
鉄
道

の
線
を
意
識
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
区
役
所
の
別
館
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等

の
活
発
な
地
域
活
動
が
見
受
け
ら
れ
る
一

方
で
、
区
内
の
自
治
会
町
内
会
の
世
帯
加

入
率
は
、
市
平
均
（
8
8
％
）
と
比
べ
、
青

葉
区
で
は
8
4
％
（
1
4
番
目
／
1
8
区
）
と
低

い
水
準
と
な
っ
て
い
る
。
自
治
会
町
内
会

館
の
有
無
は
、
市
平
均
（
6
5
％
）
と
比
べ
、

青
葉
区
で
は
4
8
％
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ

は
、
瀬
谷
区
、
都
筑
区
と
と
も
に
、
5
0
％

を
切
る
率
と
な
っ
て
い
る
。
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葉
区
区
政
運
営
方
針
に
お
け
る
主

な
施
策
の
一
つ
と
し
て
、
「
区
民
サ

③
職
員
に
よ
る
区
役
所
改
革
－

　
「
Ｕ
ｐ
ｇ
ｒ
ａ
ｄ
ｅＡ
ｏ
ｂ
ａ２
０
０
３
」
に
つ
い
て



討
に
も
是
非
参
加
し
て
い
き
た
い
と
の
意

見
や
、
他
都
市
の
視
察
も
一
緒
に
随
行
し

た
い
と
の
意
見
、
提
言
の
検
討
状
況
や
進

捗
状
況
な
ど
を
区
民
向
け
に
公
開
し
て
欲

し
い
と
の
意
見
も
出
さ
れ
た
。
あ
り
方
検

討
委
員
会
の
提
言
が
区
民
に
公
開
さ
れ
、

区
役
所
の
改
革
に
関
心
を
も
っ
た
区
民
を

提
言
の
実
行
に
向
け
た
取
り
組
み
や
検
討

に
巻
き
込
ん
で
い
く
こ
と
は
、
今
後
の
区

役
所
改
革
に
向
け
た
行
政
と
区
民
と
の
協

働
関
係
を
築
い
て
い
く
格
好
の
機
会
と
な

る
だ
ろ
う
。

④
お
わ
り
に

葉
区
の
改
革
の
取
り
組
み
は
、
職

員
の
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
と
い
う
よ
り

は
、
む
し
ろ
、
区
民
に
後
押
し
さ
れ
て
始

ま
っ
た
「
区
民
主
導
型
」
と
い
え
る
。

　
区
民
と
職
員
が
同
じ
土
俵
で
対
等
に
話

し
合
え
る
と
い
う
フ
ラ
ッ
ト
な
関
係
づ
く

り
が
、
区
民
心
つ
ど
い
を
き
っ
か
け
に
始

ま
り
、
今
、
協
働
や
民
の
力
の
活
用
に
向

け
、
少
し
ず
つ
動
き
出
し
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
課
題
も
多
い
の
が
現

実
で
、
ま
ず
、
区
役
所
内
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
が
そ
も
そ
も
不
十
分
で
あ
り
、

職
員
の
情
報
共
有
や
職
員
同
士
の
意
見
交

換
が
不
足
し
て
い
る
。
本
年
度
の
青
葉
区

オ
フ
サ
イ
ド
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
は
７
回
開
催

さ
れ
た
も
の
の
、
出
席
者
が
常
連
化
し
つ

つ
あ
る
。
今
後
、
早
急
に
情
報
の
共
有
化

と
所
属
の
枠
を
超
え
て
積
極
的
に
意
見
を

言
い
合
え
る
し
く
み
を
作
っ
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

　
次
に
、
区
民
と
職
員
が
同
じ
土
俵
に
立

つ
た
め
に
は
、
区
民
に
も
職
員
を
理
解
し

よ
う
と
い
う
気
持
ち
が
必
要
と
な
っ
て
く

る
。
す
な
わ
ち
、
区
民
が
間
違
っ
た
こ
と

を
言
う
こ
と
が
あ
る
よ
う
に
職
員
も
勘
違

い
し
た
り
、
言
い
間
違
え
る
こ
と
が
あ
る

こ
と
や
、
予
算
編
成
や
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
等

の
関
係
か
ら
職
員
が
知
っ
て
い
る
情
報
を

全
て
言
え
る
訳
で
も
な
い
こ
と
な
ど
を
理

解
さ
れ
て
い
な
い
と
、
職
員
は
参
加
・
発

言
が
し
づ
ら
く
、
対
等
な
関
係
が
生
ま
れ

て
こ
な
い
。

　
ま
た
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
で
発
表

し
た
意
見
や
ま
と
め
ら
れ
た
提
案
が
、

市
・
区
の
関
係
部
署
で
回
覧
さ
れ
る
に
と

ど
ま
り
、
発
表
者
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
さ

れ
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
な
い
と
、
意
見
交

換
の
場
で
は
、
互
い
に
共
感
で
き
て
も
、

次
の
協
働
の
過
程
に
進
む
こ
と
が
容
易
で

は
な
い
。
な
お
、
こ
の
こ
と
は
、
区
役
所

内
部
に
も
当
て
は
ま
り
、
職
員
の
発
表
し

た
意
見
が
、
ど
の
よ
う
に
評
価
さ
れ
た
か

が
わ
か
ら
な
い
と
、
意
欲
の
減
少
に
っ
な

が
っ
て
し
ま
う
。

　
最
後
に
な
る
が
、
意
識
改
革
、
業
務
改
善

に
向
け
、
さ
ま
ざ
ま
な
職
場
で
職
員
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
「
あ
お
ば
区
民
サ
ー
ビ
ス
あ
り

方
検
討
会
」
の
提
言
を
題
材
と
し
な
が
ら
、

意
見
交
換
が
行
わ
れ
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
が
活
発
化
す
る
こ
と
を
期
待
す
る
。

　※誰もが住みなれた地域で安心して自立した生活を続けら

　れるような仕組みづくりを目指した計画（平成15、16年度

　の２か年で策定）。

　　特徴は、計画づくりにあたり、地域でのワークショップ

　（検討会）を始め、あらゆる場面で区民・団体の方々と時

　間と情報を共有し、より身近で具体的な内容としていくこ

　と。

　　地域別ワークショップの意見集につい
ては
、青葉区ホー

　ムページに公開。4月発表予定の計画素案については、パ

　ﾌﾞﾘッｸｺﾒﾝﾄ後、地域で振り返りワークショップを開

　催する予定
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